
1．沖縄県沖縄市における「子ども第三の居場所」コ
ミュニティモデルの運営
（1）期間：通年（週3日以上、14時から20時まで開所）
（2）場所：沖縄県沖縄市照屋1-15-2
（3）対象：20名（家庭や自身に課題を抱えた小中高
生を中心）
（4）内容：「子ども第三の居場所」をつくり、子どもと
の1対1の関係を重視しながら、子どもたちの生活習
慣形成や学ぶ意欲向上を支援することで社会的相
続を補完する。自団体の得意とする寄り添いによる
意識向上と様
々な体験活動を通し、子どもたちが社会との繋がり
の中から、広い選択肢を見つけられる様に促す。

1．沖縄県沖縄市における「子ども第三の居場所」コ
ミュニティモデルの運営
（1）期間：通年（週3日以上、14時から20時まで開所）
（2）場所：沖縄県沖縄市照屋1-15-2
（3）対象：82名（家庭や自身に課題を抱えた小中高
生を中心）
（4）内容：「子ども第三の居場所」をつくり、子どもと
の1対1の関係を重視しながら、子どもたちの生活習
慣形成や学ぶ意欲向上を支援することで社会的相
続を補完する。自団体の得意とする寄り添いによる
意識向上と様
々な体験活動を通し、子どもたちが社会との繋がり
の中から、広い選択肢を見つけられる様に促す。

子ども達の課題に対応する対処的な支援以外にも、子どもたちがより良い未来へと進む為の、将来への投資となる
活動も行えた。多様なキャリア体験プログラムを行えたのは、企業や地域の人々の協力を得られた事が大きい。



年間を通して実施予定だったプログラムが予算や人材確保の面で継続が困難になるなど、参加者が多くなったり規
模が大きくなる事での継続の難しさを感じた。

1）2024年3月31日までに1日平均利用者数を15名にする。
2）ボランティア等の地域住民や、行政、学校との関係構築、多世代交流機会の提供。
3）ライフキャリア教育「たてよこ+」イベントをオンライン、オフライン合わせて毎回100名以上に提供する。

1）本目標は達成し、現在の一日平均利用者数は、20名になっている。
2）学校・行政が行っている子ども一人ひとりの情報共有や、対策検討会に参加する事が出来た（学校・家庭以外で過
ごす居場所での状況確認の為）当施設が商店街の中にある為、子どもたちに街のみんなが声掛けをしてくれる様に
なり、商店街の一つの風景として馴染んでいる。
3）リアルでの参加者は平均で20名ほど参加していたが、オンラインでの参加には結びつける事が出来なかった。次
年度は高方面に力を入れていく。



https://fields.canpan.info/report/detail/31150

学校・行政から子どもたちの利用状況や生活状況などについて、情報提供を求められた事は子どもたちが過ごす居
場所として機能出来ている事が認知されてきた為だと考えられる。
浪人生の高校受験に関して、地域の子育て支援センターと学習面・生活面で役割分担を行ったり、子どもたちに対し
て多方面から支援する為の協力体制を作る事が出来た。
HYさんとの音楽イベントへの参加は、子どもたちが自分の新たな一面を見出したり、挑戦を諦めかけていた夢を体験
出来たりと、子どもたちの将来への選択肢を増やす事が出来た。また、楽曲や映像により自分たちの成果が残った事
で、子どもたちが良い成功体験を得る事が出来た。

子どもたち各自を尊重しかつ沢山の子どもたちを受けいる為には、可能な限り個別に対応できる状況を作る必要が
あるが、人員の確保が難しかった。
子どもたちの利用に制限を掛けずに対応する為の、人員確保やスキルアップに努めていきたい。
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☒


